
◆関連会議

平成２９年度第１回全国水産業普及指導員研修（高知県）

水産海洋技術センター 米丸 浩平

日時：平成29年９月11日（月）～13（水）

場所：11～12日 高知会館

13日 中土佐町（視察）

内容：

｢漁村女性の実践的な取組と普及員の関わ

りについて」をテーマに講義、事例紹介及

びグループ討論、現地視察研修を行った。

講義及び事例紹介：

テーマの内容について、高知県柏島、徳

島県和田島の女性部の話や、全国の農山漁

村女性の取り組みを研究している東海大学

関教授等の講義があった。

漁村女性の取り組みとしては、加工品製

造販売による収入の確保と魚食普及のため

のボランティア活動という２つがほとんど

で、収入の確保が上手くいっている（他の

パート並の給料）事例は非常に少なく、発

表された女性部でも夜遅くまで働いて数千

円の日当、時給 40 0円という状況のよう

だ。また、地方の事例になるが、漁村自体

が高齢化という問題を抱えており、作った

加工品を売るために他県まで足を運んだ

り、村の存続のために移住者の確保をしな

ければならなかったりと、漁業以前に人を

呼び込まなくてはどうにもならないという

地域も多かったのが印象的だった。沖縄県

は観光客も多く、非常に恵まれた活動環境

だと改めて認識した。

グループ討論：

グループ討論では、意識の違いや人間関

係の問題も挙げられ、女性部全体で動くの

ではなく、活動ごとに部会を作り、志を一

にする者だけで活動する方法もあると紹介

された。また、全てのグループで課題とさ

れた高齢化については、やはり画期的な解

決策はないものの、女性部からは、60代は

まだまだ高齢化ではなく、農業でも60代か

らの起業も多い、女性の活動には家族の理

解が最も重要、との意見があった。

中土佐町視察：

最終日の視察では、中土佐町久礼の鰹乃

国水産株式会社で取り組むスラリーアイス

を用いたブランド化が印象的だった。同漁

港では水揚げの95％（年間300～350t）が

カツオであり、大学、鉄工所と連携し6，7

年前からスラリーアイスの有効性について

実証実験を行っている。結果、－1℃を維

持し、カツオを凍らせることなく高鮮度の

まま輸送する技術を開発し、年間10t程度

ではあるが、同社加工場で「たたき」にし

たカツオを高級飲食店やホテル等を相手に

取引しているとのことである。漁獲量が限

られている沖縄でも、参考にしたい取り組

みだと思った。

事例紹介 グループ討論 かつお一本釣漁船

スラリーアイス研究所 カツオのたたき加工場 道の駅なかとさ


